
 

 

平成２９年度 
家庭福祉対策関係予算案の概要 

 
 

厚生労働省雇用均等・児童家庭局家庭福祉課 
 
 

（平成28年度予算額）  （平成29年度予算案） 
４，５４３億円 → ４，８９０億円 

 

 改正児童福祉法の施行を踏まえ、社会的養護の推進を図るとともに、ひとり親家庭へ

の支援について、「すくすくサポート・プロジェクト」（「すべての子どもの安心と希望の

実現プロジェクト」）等に基づき、その取組を着実に実施する。 

 

Ⅰ．社会的養護の推進 

  改正児童福祉法の施行を踏まえ、家庭養護、家庭的養護の推進など改正法に盛り込

まれた内容等を実施するための必要な予算を確保することにより、社会的養護の一層

の推進を図る。 

 

（平成28年度予算額）  （平成29年度予算案） 

１，２７８億円 → １，４５６億円 

                        

 

１．家庭養護の推進 

（１）里親支援事業（仮称）の創設【里親支援機関事業を拡充し名称変更】       

平成 28 年通常国会において成立した改正児童福祉法において、都道府県（児童

相談所）の業務として、里親の開拓から児童の自立支援までの一貫した里親支援及

び養子縁組に関する相談・支援が位置付けられたことに伴い、従来の里親支援機関

事業を拡充の上、名称変更し、里親制度の普及促進による新規里親の開拓、里親と

児童とのマッチング、委託児童に係る自立支援計画策定、委託後の相談支援等及び

養子縁組に関する相談・支援を行う里親支援事業（仮称）を創設する。 

〔児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業〕 

 

（２）里親手当の改善【拡充】 

   里親制度の推進を図るため、里親手当を改善する。 

     里親手当 72,000円 → 86,000円 （＋14,000円） 

〔児童入所施設措置費等〕 

 

 

児童入所施設措置費等 ：1,227億円 
児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業：  154億円
次世代育成支援対策施設整備交付金：   66億円 
など 
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２．家庭的養護の推進 

（１）児童養護施設の小規模化等の推進【拡充】 

改正児童福祉法の施行を踏まえ、家庭養護が適当でない場合に、できる限り良

好な家庭的環境で養育されることができるよう、児童養護施設等に対し、施設整備

費や既存の建物の賃借料に対する助成を行い、グループホーム、小規模グループケ

ア等の実施を推進する。 

〔児童入所施設措置費等〕 

〔次世代育成支援対策施設整備交付金〕 

 

（２）児童養護施設等の生活向上のための環境改善事業の実施 

児童養護施設等の家庭的養護の更なる推進等を図るため、児童養護施設の小規模

化等、生活環境改善を図るための補助を行う。 

〔児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業〕 

 

３．被虐待児童などへの支援の充実 

（１）個々の子どもの状況に応じた自立支援の充実 

○児童自立生活援助事業（仮称）の創設【新規】 

改正児童福祉法により、22 歳の年度末までの間にある大学等就学中の者が児

童自立生活援助事業（自立援助ホーム）の対象に追加されたことを受け、20 歳

到達後から 22 歳の年度末までの間における支援のため、児童自立生活援助事業

（仮称）を創設する。 

〔児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業〕 

 

○社会的養護自立支援事業（仮称）の創設【新規】 

大学等に就学していない自立援助ホームの入居者や児童養護施設等の入所

児童等についても同様に、原則22歳の年度末まで引き続き必要な支援を受け

ることができる事業として、社会的養護自立支援事業（仮称）を創設する。 

〔児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業〕 

 

 ○自立援助ホーム入居者への支援の充実【拡充・新規】 

自立援助ホームに入居している障害等を有しているために就労や就学が困難

な児童や 18 歳到達により児童養護施設等に入所できない高校生であって収入が

ない場合に、一般生活費を増額（児童養護施設と同額）することにより、入居者

の状況に応じた運営費の充実を図る。 

また、自立援助ホーム入居者が大学等への進学に伴い退所した場合に大学進学

等自立生活支度費を支給することにより、自立支援の充実を図る。 

〔児童入所施設措置費等〕 

 

（２）産前・産後母子支援事業（仮称）の創設【新規】 

妊娠期から出産後の養育に支援が必要な妊婦、妊婦健診を受けずに出産に至っ

た産婦といった特定妊婦等への支援の強化を図るため、母子生活支援施設、乳児院、

助産所、産科医療機関、NPO法人等における特定妊婦や飛び込み出産に対する支援

をモデル的に実施し、成果や課題を検証し、具体的な仕組みの検討に活用するため

の事業を創設する。             〔児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業〕 
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（３）児童養護施設等の職員の人材確保 

○民間児童養護施設職員等の処遇改善【拡充・新規】 

平成 28年人事院勧告に伴う国家公務員の給与改定の内容に準じた職員の待遇

改善（児童指導員平均＋1.3％）を平成29年度にも反映する。 

さらに「ニッポン一億総活躍プラン」等を踏まえ、以下の処遇改善を実施す 

る。 

ⅰ 児童養護施設等に勤務する全ての職員を対象とした２％（月額７千円程度）

の処遇改善に加えて、 

ⅱ 虐待や障害等のある子どもへの夜間を含む業務内容を評価した月額５千円

の上乗せ、 

ⅲ キャリアアップの仕組みを構築し、 

ア 一定の研修を修了した各々の職務分野でのリーダー的業務を担う職員

に対しては、 

（ａ）小規模グループケアリーダー等に対して月額１万５千円の上乗 

せ（ⅱと合わせ２万円）、 

（ｂ）家庭支援専門相談員・里親支援専門相談員等に対して月額５千 

円の上乗せ（ⅱと合わせ１万円） 

イ 一定の研修を修了した複数の小規模グループケアを監督する職員（ユ

ニットリーダー）に対して月額３万５千円の上乗せ（ⅱと合わせ４万円） 

ウ 一定の研修を修了した支援部門を統括する職員（主任児童指導員、主

任保育士）に対して、月額５千円の上乗せ（ⅱと合わせ１万円） 

を実施する。 

ⅳ 併せて、里親手当の改善（月額＋14,000円）を図る。（再掲） 

〔児童入所施設措置費等〕 

 

○処遇改善の取組を円滑に導入するための特別対策【新規】 

新たな処遇改善の取組を円滑に導入するため、制度の周知やシステム改修に

よる事務の効率化等により、児童養護施設等の処遇改善の取組を後押しするなど、

自治体が行う処遇改善に関する取組に対して補助する。   

〔児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

○児童養護施設等の職員の資質向上、実習の推進       

社会的養護を担う人材の確保のため、児童養護施設等の職員の資質向上のた

めの研修事業を実施するほか、就職を希望する学生等への実習支援を行う。 

〔児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業〕 

 

（４）防犯対策の強化等【拡充】 

   児童養護施設等の防犯対策を強化するため、非常通報装置・防犯カメラ設置や外

（参考）【平成28年度第3次補正予算案】 

○平成28年人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に伴う追加財政措置 ９億円 

平成28年人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に伴う児童養護施設等の職

員の給与改善について、所要の追加財政措置を行う。 
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構等の設置・修繕など必要な安全対策を引き続き行う。 

また、次世代育成支援対策施設整備交付金の交付対象に、ＮＰＯ法人等が設置す

る自立援助ホームやファミリーホームを追加する。 

 〔次世代育成支援対策施設整備交付金〕 
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Ⅱ．ひとり親家庭等の自立支援・ＤＶ対策の推進 

  「すくすくサポート･プロジェクト」に基づき、ひとり親家庭の自立を支援するた

め、相談窓口のワンストップ化の推進、子どもの学習支援、居場所づくり、親の資格

取得支援、養育費確保支援など、ひとり親家庭の支援策を着実に実施する。 

  また、配偶者からの暴力被害者等に対して、婦人相談所等で行う相談、保護、自立

支援等の取組を推進する。 

 

（平成28年度予算額）  （平成29年度予算案） 

３，３３８億円 → ３，５８８億円 

 

 

（※「すくすくサポート･プロジェクト」のうち主なものを記載） 

１．支援につながる 

（１）自治体窓口のワンストップ化の推進 

○ひとり親家庭への総合的な支援のための相談窓口の強化事業の実施 

ひとり親家庭の相談窓口において、母子・父子自立支援員に加えて、就業支

援専門員を配置することにより、子育て・生活に関する内容から就業に関する

内容まで、ワンストップで寄り添い型支援を行うことができる体制を整備する。 

また、児童扶養手当の現況届の時期（毎年８月）等に、子育て・生活、就業、

養育費の確保など、ひとり親が抱える様々な問題をまとめて相談できる体制の

構築を支援する。 

〔母子家庭等対策総合支援事業〕 

 

（２）配偶者からの暴力（DV）防止など婦人保護事業の推進【拡充・新規】 

   ○婦人相談員手当の改善 

婦人相談員による相談・支援の充実を図るため、婦人相談員手当について、

勤務実態に応じた手当額となるよう、平成２９年度においては、月額最大

149,300円（現行月額106,800円）に見直しを図る。  

〔児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業〕 

                    

○婦人相談員等の研修の充実 

  都道府県において、婦人相談員等の経験年数等に応じた研修が実施できるよ

う、研修実施回数の増加（年１回→年３回）を図る。 

〔児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業〕 

 

 

母子家庭等対策総合支援事業等：  114億円 
児 童 扶 養 手 当  1,784億円 
母子父子寡婦福祉資金貸付金:     36億円 
婦人保護施設措置費：         23億円 
児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業：  154億円 
など（その他、他部局計上分を含む） 
※予算額には、ひとり親家庭等について当該
予算額の内数で事業を実施するものを含む 

5



 

 

○婦人保護施設等における支援の充実 

➀ 婦人相談所の一時保護所や婦人保護施設における同伴児童対応職員の配

置を拡充することにより、同伴児童に対する支援体制の強化を図る。 

※ 同伴児童対応職員の配置 

（現行）最大２名まで配置可能 → 最大３名まで配置可能 

 

➁ 婦人保護施設入所者の就職活動のための旅費を支給することにより、自立

のための就労支援の充実を図る。 

〔婦人保護施設措置費等〕 

 

（３）その他 

○子供の貧困対策に資する調査研究等事業の推進（保健福祉調査委託費） 

今後の子供の貧困対策の推進に資するよう、子供の貧困に関する調査研究等

を実施する。 

 

○母子家庭等自立支援対策費   

母子・父子自立支援員の全国研修会の開催等を通じて、ひとり親家庭等の自

立支援を推進する。 

 

○ひとり親家庭等自立促進基盤事業の実施  

母子・父子福祉団体等の民間団体が全国的・広域的に行うひとり親家庭等の

自立支援に資する事業への財政支援を通じ、ひとり親家庭等の自立促進に向け

た基盤整備を図る。 

 

２．生活を応援 

（１）子どもの生活・学習支援事業（居場所づくり）の実施 

放課後児童クラブ等の終了後に、ひとり親家庭の子どもの生活習慣の習得・学習

支援や食事の提供等を行うことが可能な居場所づくりを実施する。 

〔母子家庭等対策総合支援事業〕 

 

（２）児童扶養手当の支給 

児童扶養手当法の改正による第 2 子加算額及び第 3子以降加算額の増額を踏まえ

引き続き児童扶養手当の支給の着実な実施を図る。 

※平成29年 4月から、多子加算額に物価スライドを導入（第１子と同じ取扱） 

 

（３）養育費の確保支援 

○養育費相談支援センター事業 

養育費相談支援センターにおいて、養育費相談にあたる人材養成のための研

修や、養育費の取り決めや面会交流の支援に関する困難事例への対応等を行う

ことにより、ひとり親家庭の自立の支援を図る。 

 

○母子家庭等就業・自立支援事業 

母子家庭等就業・自立支援センター等において、就業相談から就業支援講習

会、就業情報の提供に至るまでの一貫した就業支援サービス等を提供するとと
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もに、養育費の取り決め等について相談・情報提供、面会交流の支援等を実施

し、母子家庭等就業・自立支援事業を推進する。 

また、弁護士による養育費相談を実施する 

〔母子家庭等対策総合支援事業〕 

 

（４）母子父子寡婦福祉貸付金  

ひとり親家庭等の自立を促進するため、子どもの修学等に必要な資金の貸付けを

行う。 

 

（５）ひとり親家庭等日常生活支援事業の実施 

ひとり親家庭の親が修学や疾病、冠婚葬祭などにより、一時的に家事援助、未就

学児の保育等のサービスが必要となった場合に、家庭生活支援員を派遣し、又は家

庭生活支援員の居宅等において支援する。 

また、安心して子育てをしながら働くことができる環境を整備するため、未就学

児のいるひとり親家庭が、就業上の理由により帰宅時間が遅くなる等の場合の定期

的な利用を推進する。 

〔母子家庭等対策総合支援事業〕 

 

３．学びを応援 

（１）高等学校卒業程度認定試験合格支援事業の実施 

ひとり親家庭の親及びその子どもの学び直しを支援することにより、より良い条

件での就職や転職に向けた可能性を広げ、安定した雇用につなげていくため、高等

学校卒業程度認定試験合格のための講座を受講する場合に、その費用の一部を支給

する。 

〔母子家庭等対策総合支援事業〕 

 

（２）ひとり親家庭等の生活・学習支援の実施（親の学び直し支援） 

ひとり親家庭の親を対象にして、ファイナンシャルプランナー等の専門家を活用

した家計管理等の講習会の実施、高等学校卒業程度認定試験の合格支援などの学習

支援、ひとり親家庭同士のネットワークづくり等を行う。 

〔母子家庭等対策総合支援事業〕 

 

４．仕事を応援 

（１）就職に有利な資格の取得支援 

○母子家庭等自立支援給付金事業の推進【拡充】 

 ・高等職業訓練促進給付金の支給 

ひとり親家庭の親が、看護師等の自立に効果的な資格を取得するため養成

機関で修業する場合に、修業期間中の生活費負担を軽減するために給付金を

支給する。 

 

 ・自立支援教育訓練給付金の充実 

雇用保険の受給資格のないひとり親が、地方自治体が指定した教育訓練講

座を受講し、修了した場合にその経費の一部を支給する（費用の６割：上限

２０万円）。 
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さらに、雇用保険の受給資格があり、一般教育訓練給付（費用の２割：上

限１０万円）の支給を受けるひとり親に対しても、費用の６割（上限２０万

円）との差額を上乗せして支給する。 

〔母子家庭等対策総合支援事業〕 

  

（２）母子・父子自立支援プログラム策定事業の実施 

ハローワークや母子家庭等就業・自立支援センターと緊密に連携しつつ、個々の

ひとり親家庭の実情に応じた自立支援プログラムを策定する。 

また、自立支援プログラムで設定した目標を達成した後も、達成後の状況を維持

するとともに、更なる目標が設定できるよう、アフターケアを実施する。 

〔母子家庭等対策総合支援事業〕 
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○
 
里
親
制
度
に
対
す
る
社
会
的
な
認
知
度
が
低
く
、
里
親
希
望
者
が
少
な
い
。
ま
た
、
児
童
相
談
所
が
虐
待
対
応
業
務
に
追
わ
れ
、
里
親
委
託
の

 
 
業
務
に
十
分
に
関
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
個
々
の
里
親
へ
の
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

 
○

 
原
則
と
し
て
１
８
歳
（措
置
延
長
の
場
合
は
２
０
歳
）
に
到
達
し
た
時
点
で
、
支
援
の
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
年
齢
に
到
達
し
た
こ

 
 
と
に
よ
っ
て
支
援
を
断
た
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。

 

○
 
社
会
的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
に
つ
い
て
、
家
庭
に
お
け
る
養
育
環
境
と
同
様
の
養
育
環
境
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
里
親
・フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ム
へ
の
委
託
の
推
進
及
び
養
子
縁
組
家
庭
へ
の
相
談
・支
援
を
図
る
。

 
○

 
児
童
福
祉
法
に
お
け
る
児
童
の
年
齢
で
あ
る
１
８
歳
を
超
え
た
場
合
に
お
い
て
も
、
自
立
の
た
め
の
支
援
が
必
要
に
応
じ
て
継
続
さ
れ
る
た
め

 
 
の
仕
組
み
を
整
備
し
、
個
々
の
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
自
立
に
結
び
つ
け
る
。

 

現
状
と
課
題

 

政
策
目
標

 

具
体
的
施
策

 

家
庭
養
護
の
推
進

 
 ○

 
改
正
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
都
道
府
県
（児
童
相
談
所
）
の
業
務
と
し
て
、
里
親
の
開
拓
か
ら
児
童
の
自
立
支
援
ま
で
の
一
貫
し
た
里
親
支

 
 
援
及
び
養
子
縁
組
に
関
す
る
相
談
・
支
援
が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
里
親
支
援
機
関
を
活
用
し
た
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
。
（里
親

 
 
支
援
事
業
（
仮
称
）
の
創
設
） 

 ○
 
改
正
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
新
た
に
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
対
象
に
追
加
さ
れ
た
２
２
歳
の
年
度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
大
学
等
就
学
中
の
者

 
 
に
対
す
る
支
援
に
要
す
る
費
用
に
か
か
る
補
助
事
業
（
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
（
仮
称
））
の
創
設

 
 ○

 
大
学
等
就
学
中
の
者
以
外
の
自
立
援
助
ホ
ー
ム
入
居
者
や
児
童
養
護
施
設
の
退
所
者
等
の
う
ち
、
引
き
続
き
支
援
が
必
要
な
者
に
対
し
、
原

 
 

 
則
２
２
歳
の
年
度
末
ま
で
支
援
を
継
続
す
る
事
業
（
社
会
的
養
護
自
立
支
援
事
業
（仮
称
））
の
創
設

 
 ○

 
特
定
妊
婦
等
へ
の
支
援
の
強
化
を
図
る
た
め
、
母
子
生
活
支
援
施
設
や
産
科
医
療
機
関
等
に
お
い
て
、
特
定
妊
産
婦
や
飛
び
込
み
出
産
に

 
 
対
す
る
支
援
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
、
具
体
的
な
仕
組
み
の
検
討
に
活
用
す
る
た
め
の
事
業
（
産
前
・産
後
母
子
支
援
事
業
（仮
称
）
）の
創
設

 

被
虐
待
児
童
な
ど
へ
の
支
援
の
充
実

 

○
社
会
的
養
護
の
推
進

 

0
 

修
正
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 ○
 
平
成
２
８
年
通
常
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
改
正
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
都
道
府
県
（
児
童
相
談
所
）
の
業
務
と
し
て
、
里
親
の
開

拓
か
ら
児
童
の
自
立
支
援
ま
で
の
一
貫
し
た
里
親
支
援
及
び
養
子
縁
組
に
関
す
る
相
談
・
支
援
が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
従
来

の
里
親
支
援
機
関
事
業
を
拡
充
の
上
、
名
称
変
更
し
、
里
親
制
度
の
普
及
促
進
に
よ
る
新
規
里
親
の
開
拓
、
里
親
と
児
童
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、
委
託
児
童
に
係
る
自
立
支
援
計
画
策
定
、
委
託
後
の
相
談
支
援
等
及
び
養
子
縁
組
に
関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
う
里
親
支
援
事
業

（
仮
称
）
を
創
設
す
る
。
 

施
策
の
目
的

 里
親
支
援
事
業
（
仮
称
）
の
創
設
（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

 

現
行
（
平
成

2
8
年
度
）

 
平
成

2
9
年
度

 

名
称

 
里
親
支
援
機
関
事
業

 
里
親
支
援
事
業
（
仮
称
）

 

実
施
主
体

 
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
児
童
相
談
所
設
置
市

 
（
里
親
会
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
児
童
養
護

施
設
、
乳
児
院
等
に
委
託
可
）

 

同
左

 

事
業
の
内
容

 

・
里
親
制
度
の
普
及
啓
発
、
研
修
の
実
施

 
・
里
親
委
託
支
援

 
・
里
親
へ
の
訪
問
支
援
、
里
親
の
相
互
交
流

 
・
未
委
託
里
親
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 
・
共
働
き
家
庭
へ
の
里
親
委
託
促
進
（
モ
デ
ル
事
業
）

 

・
マ
ッ
チ
ン
グ
・
自
立
支
援
計
画
作
成

 
 
※
下
線
は

2
8
年
度
に
追
加

 ・
里
親
制
度
の
普
及
啓
発
、
研
修
の
実
施

 
・
里
親
委
託
支
援

 
・
里
親
へ
の
訪
問
支
援
、
里
親
の
相
互
交
流

 
・
未
委
託
里
親
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 
・
共
働
き
家
庭
へ
の
里
親
委
託
促
進
（
モ
デ
ル
事
業
）

 

・
マ
ッ
チ
ン
グ
・
自
立
支
援
計
画
作
成

 
・
養
子
縁
組
相
談
支
援

 

相
談
員
の
配
置

 

里
親
委
託
等
推
進
員
（
非
常
勤
１
名
）

 
 里
親
ト
レ
ー
ナ
ー
（
非
常
勤
１
名
）

※
１

 

委
託
調
整
員
（
常
勤
１
名
）

※
２

 

調
整
補
助
員
（
非
常
勤
１
名
）

※
２

 

里
親
相
談
支
援
員
（
常
勤
１
名
）

 
心
理
面
か
ら
の
訪
問
支
援
員
（
常
勤
１
名
又
は
非
常
勤
１
名
）

 
里
親
ト
レ
ー
ナ
ー
（
非
常
勤
１
名
）

※
１

 

委
託
調
整
員
（
常
勤
１
名
）

※
２

 

調
整
補
助
員
（
非
常
勤
１
名
）

※
２

 

里
親
の
新
規

開
拓
か
ら
自

立
支
援
ま
で

一
貫
し
た

 
支
援
が
可
能

 

※
１
：
未
委
託
里
親
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
場
合
に
配
置

 
※
２
：
マ
ッ
チ
ン
グ
・
自
立
支
援
計
画
作
成
を
実
施
す
る
場
合
に
配
置

 

  

内
 
容
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   ②
生
活
相
談
・
就
労
相
談
を
利
用
可

 
③
身
元
保
証
を
利
用
可

 

    ①
居
住
支
援

 
 
・
進
学
又
は
就
職
し
一
般
の
賃
貸
物
件
を
実
施
主
体
が
賃
借
し
て
居
住
。
家
賃
は
貸
付
事
業
を

 
 

 
活
用
。

 
 
・
進
学
し
た
が
中
退
し
た
者

 
②
生
活
相
談
・
就
労
相
談
（
必
須
）
⇒
別
紙

 
③
身
元
保
証
を
利
用
可

 

    ①
居
住
支
援

 
 
・
里
親
家
庭
又
は
施
設
（
定
員
外
で
一
定
枠
を
確
保
）
に
居
住
。

 
 
・
本
事
業
の
た
め
に
確
保
し
た
部
分
は
本
事
業
に
よ
り
補
助

 
①
生
活
費
支
援

 
 
・
進
学
し
た
が
引
き
続
き
支
援
が
必
要
な
者
（
一
部
自
己
負
担
有
り
）

 
 
・
進
学
、
就
職
し
て
い
な
い
者
（
全
額
を
補
助
）

 
②
生
活
相
談
・
就
労
相
談
（
必
須
）
⇒
別
紙

 
③
身
元
保
証
を
利
用
可

 

1
8
歳
（
又
は

2
0
歳
）

 
2
2
歳
の
年
度
末

 

措 置 終 了 

家
庭
養
護

 

施
設
養
護

 
又
は

 
里
親
家
庭
・
施
設

 

一
般
の
住
居

 

※
個
々
の
支
援
内
容
に
応
じ
て

 
 
民
間
団
体
へ
の
委
託
も
可

 

※
実
施
主
体
は
、
都
道
府
県
、

 
 
指
定
都
市
、
児
童
相
談
所

 
 
設
置
市
、
市
町
村
（
市
町

 
 
村
は
③
の
み
実
施
可
）

 

一
般
の
住
居

 
例
１

 
貸
付
事
業
を
利
用
可

 

※
親
族
等
と
同
居
す
る
場
合
を
含
む

 
 
（
そ
の
場
合
は
②
生
活
相
談
・
就
労
相
談
の
利
用
可
）

 

例
２

 

例
３

 

一
般
の
住
居

 

1
 

継 続 支 援 計 画 の 作 成 

（ 本 人 の 同 意 を 得 る ） 

必 要 に 応 じ て 一 般 施 策 に 移 行 

（ 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 制 度 な ど ） 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
等
に
よ
る
支
援
の

必
要
性
が
見
込
ま
れ
る

場
合
に
は
、
継
続
支
援

計
画
に
そ
の
利
用
を
位

置
付
け
、
段
階
的
に
利

用
開
始

 

児
相
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
本
人
、
里
親
等
、

施
設
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
継
続
支
援
計
画
を
作
成

 

社
会
的
養
護
自
立
支
援
事
業
（
仮
称
）
の
創
設
（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

 

○
 
平
成
２
８
年
通
常
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
改
正
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
（
自
立
援
助
ホ
ー
ム
）
の
対
象
者
に
、
２
２
歳
の
年
度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
大

学
等
就
学
中
の
者
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
と
併
せ
て
、
里
親
等
へ
の
委
託
や
、
児
童
養
護
施
設
等
へ
の
施
設
入
所
措
置
を
受
け
て
い
た
者
に
つ
い
て
、
１
８
歳
（
措
置
延
長
の
場
合
は
２
０

歳
）
到
達
後
も
原
則
２
２
歳
の
年
度
末
ま
で
、
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
と
し
て
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
事
業
（
仮
称
）
を
創
設
す
る
。
 

施
策
の
目
的
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生
活
相
談
・就
労
相
談
（
イ
メ
ー
ジ
）

 

対
 
象

 
者

 

退
所
前
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

等
 

担
当
児
童
福
祉
司

 

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 
 
・
継
続
支
援
計
画
を
作
成

 
 
・
生
活
や
就
労
面
か
ら
の
支
援
を
フ
ォ
ロ
ー

 

就
労
支
援
担
当
職
員

 
・
就
労
面
か
ら
の
支
援

 

都
道
府
県
・
児
童
相
談
所

 

生
活
相
談
・
就
労
相
談

 

自
立
支
援
担
当
職
員

 

児
童
指
導
員
・
保
育
士

 

施
設

 

⑤ 相 談 

⑤ 支 援 

相
談
支
援
担
当
職
員

 
・
主
に
生
活
面
か
ら
の
支
援

 

⑤ 居 住 支 援 ・ 生 活 費 支 援 

③ 事 業 利 用 決 定 （ 原 則 措 置 期 間 中 に 行 う ） 

② 事 業 利 用 申 請 （ 原 則 措 置 期 間 中 に 行 う ） 

養
育
者

 
里
親

 

里
親
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

 

 支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
本
人
、

児
童
福
祉
司
、
里
親
等
、
施
設
職
員

の
意
見
を
聞
い
て
、
計
画
を
作
成
し
、

本
人
同
意
を
得
る

 

④
継
続
支
援
計
画
の
作
成

 
（
原
則
措
置
期
間
中
）

 

① 委 託 

想
定
さ
れ
る
受
託
機
関

 
・
現
行
の
退
所
児
童
等
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業
者

 
・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
自
立

 
 
相
談
支
援
機
関

 

（ 相 談 ） 

（ 支 援 ） 

① 委 託 

里
親
家
庭
・
施
設
に

 
居
住
継
続
の
場
合
の

 
居
住
支
援
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母
子
生
活
支
援
施
設

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等

 

自
治
体

 

産
科
医
療
機
関
等

 

住
居

 
支
援

 
連
携

 

自
立

 
支
援

 

妊
娠

 
相
談

 

分
娩

 
 

産
前
・
産
後
母
子
支
援
事
業

 

複
数
の
支
援
機
関
の
間
の
連
携
は
委
託
先

（
産
科
医
療
機
関
等
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

 

委
託

 

母
子
生
活
支
援
施
設

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等

 

自
治
体

 

産
科
医
療
機
関
等

 

連
携

 

妊
娠

 
相
談

 

分
娩

 
 産
前
・
産
後
母
子
支
援
事
業

 
委
託

 

複
数
の
支
援
機
関
の
間
の
連
携
は
委
託
先
（
母
子
生

活
支
援
施
設
等
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

 

子
育
て

 
支
援

 

住
居

 
支
援

 

自
立

 
支
援

 

子
育
て

 
支
援

 

コ
ー
デ
ィ

 
ネ
ー
タ
ー

 

コ
ー
デ
ィ

 
ネ
ー
タ
ー

 

産
前
・
産
後
母
子
支
援
事
業
（
仮
称
）
の
創
設
（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

 

 ○
 
平
成
２
８
年
通
常
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
改
正
児
童
福
祉
法
の
施
行
を
踏
ま
え
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
後
の
養
育
に
支
援
が
必
要
な
妊

婦
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ず
に
出
産
に
至
っ
た
産
婦
と
い
っ
た
特
定
妊
婦
等
へ
の
支
援
の
具
体
的
な
仕
組
み
を
検
討
す
る
た
め
、
母
子
生
活

支
援
施
設
、
乳
児
院
、
助
産
所
、
産
科
医
療
機
関
、

NP
O
法
人
等
に
お
い
て
、
既
存
資
源
と
の
連
携
・
活
用
等
に
よ
り
特
定
妊
婦
等
へ
の
支

援
を
提
供
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
創
設
す
る
。
 

施
策
の
目
的

 

事
業
イ
メ
ー
ジ
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所
要
額

 
約
１
，
０
０
１
億
円

 

児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
処
遇
改
善
後
の
イ
メ
ー
ジ

 

○
 
児
童
指
導
員
及
び
保
育
士
の
夜
間
を
含
む
業
務
を
行
う
困
難
さ
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
研
修
実
績
と
職
務
分
野
別
の
リ
ー
ダ
ー

的
業
務
内
容
や
支
援
部
門
を
統
括
す
る
業
務
内
容
を
評
価
し
た
処
遇
改
善
を
行
う
。

 

☆
夜
間
を
含
む
業
務
を
行
う
困
難
さ
に
着
目
し
た
処
遇
改
善

 
 

※
 
施
設
長
及
び
基
幹
的
職
員
を
除
く
 

児
童
指
導
員
・保
育
士

 

小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
リ
ー
ダ
ー

等
 

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

 
家
庭
支
援
専
門
相
談
員

 
里
親
支
援
専
門
相
談
員

 
等

 

主
任
児
童
指
導
員
・主
任
保
育
士

 

基
幹
的
職
員

 

施
設
長

 

一 定 の 研 修 を 受 講
 

支
援
部
門
を
統
括
す
る
業
務

内
容
を
評
価
し
た
処
遇
改
善

 

職
務
分
野
別

の
リ
ー
ダ
ー
的

業
務
内
容
を

評
価
し
た
処

遇
改
善

 

（月
額
１
万
５
千
円
の
処
遇
改
善
）
 

（☆
と
合
わ
せ
て
２
万
円
）
 

（
月
額
５
千
円
の
処
遇
改
善
） 

（月
額
３
万
５
千
円
の
処
遇
改
善
）
 

（☆
と
合
わ
せ
て
４
万
円
） 

（月
額
５
千
円
の
処
遇
改
善
） 

（☆
と
合
わ
せ
て
１
万
円
） 

（月
額
５
千
円
の
処
遇
改
善
）
 

（☆
と
合
わ
せ
て
１
万
円
）
 

２
％
＊
の

処
遇
改
善

 

民
間
児
童
養
護
施
設
等
の
職
員
の
処
遇
改
善
の
イ
メ
ー
ジ

 

＊
里
親
手
当
は

定
額
で
の
改
善
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「
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
(す
べ
て
の
子
ど
も
の
安
心
と
希
望
の
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

) 
(注

) 

（
平
成
２
７
年
１
２
月
２
１
日
「子
ど
も
の
貧
困
対
策
会
議
」決
定
）
 

○
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
た
ひ
と
り
親
家
庭
や
多
子
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
自
立
支
援
の
充
実
が
課
題
。

 
○
児
童
虐
待
の
相
談
対
応
件
数
は
増
加
の
一
途
。
複
雑
・
困
難
な
ケ
ー
ス
も
増
加
。

 

平
成
２
７
年
８
月
２
８
日

 
ひ
と
り
親
家
庭
・
多
子
世
帯
等
自
立
支
援
策
及
び
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
「
施
策
の
方
向
性
」
を
と
り
ま
と
め

 
→
年
末
を
目
途
に
財
源
確
保
も
含
め
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
策
定

 

○
就
業
に
よ
る
自
立
に
向
け
た
支
援
を
基
本
に
し
つ
つ
、
子

育
て
・
生
活
支
援
、
学
習
支
援
な
ど
の
総
合
的
な
取
組
を

充
実

 

○
具
体
的
に
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
孤
立
せ
ず
支
援
に
つ
な

が
る
仕
組
み
を
整
え
つ
つ
、
生
活
、
学
び
、
仕
事
、
住
ま

い
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
社
会
全
体

で
応
援
す
る
仕
組
み
を
構
築

 

【
主
な
内
容
】

 
 
◇
自
治
体
の
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
の
推
進

 
 
◇
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
学
習
支
援
の
充
実

 
 
◇
親
の
資
格
取
得
の
支
援
の
充
実

 
 
◇
児
童
扶
養
手
当
の
機
能
の
充
実

 
な
ど

 

Ⅰ
 
ひ
と
り
親
家
庭
・
多
子
世
帯
等
自
立
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

 ○
児
童
虐
待
に
つ
い
て
、
発
生
予
防
か
ら
発
生
時
の
迅

速
・
的
確
な
対
応
、
自
立
支
援
ま
で
、
一
連
の
対
策
を

更
に
強
化
。

 

【
主
な
内
容
】

 
 
◇
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
全
国
展
開

 
 
◇
児
童
相
談
所
体
制
強
化
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
の
策
定

 
 
◇
里
親
委
託
等
の
家
庭
的
養
護
の
推
進

 
 
◇
退
所
児
童
等
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

 
な
ど

 

 

Ⅱ
 
児
童
虐
待
防
止
対
策
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

 
平
成
２
８
年
通
常
国
会
に
お
い
て
、
児
童
扶
養
手
当
法
改
正
法
及
び
児
童
福
祉
法
等
改
正
法
が
成
立
。

 
 
引
き
続
き
、
「
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
策
を
着
実
に
実
施
す
る
。

 
 
※
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
官
・
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
民
間
の
創
意
工
夫
を
積
極
的
に
活
用
。

 
 
※
行
政
が
未
だ
実
施
し
て
い
な
い
事
業
を
民
間
投
資
に
よ
っ
て
行
い
、
行
政
が
そ
の
成
果
に
対
す
る
対
価
を
支
払
う
と
い
っ
た
手
法
等
の
先
駆
的
な
取
組
も
幅
広
く
参
考
。

 

（
注
）
「
す
べ
て
の
子
ど
も
の
安
心
と
希
望
の
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
愛
称
を
「
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
決
定
（
平
成

2
8
年
２
月

2
3
日
）
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地
域
で
の
自
立

 

被
害
女
性

 
相
談

 

連
携

 

婦
人
相
談
員

 
婦
人
保
護
施
設
へ
の
入
所

 

ケ
ー
ス
検
討
会
議

 

婦
人
相
談
員
の
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り

 
切
れ
目
の
な
い
継
続
的
な
相
談
・
支
援

 

○
女
性
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
（
Ｄ
Ｖ
被
害
、
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
、
性
暴
力
被
害
な
ど
）
は
、
年
々
増
大
し
、
深
刻
化
し
て
い
る
。

相
談
者
と
最
初
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
婦
人
相
談
員
に
つ
い
て
は
、
困
難
性
の
あ
る
問
題
を
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
高
い
専
門

性
と
切
れ
目
の
な
い
継
続
的
な
相
談
・
支
援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

○
婦
人
相
談
員
手
当
額
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
婦
人
相
談
員
の
活
動
強
化
を
図
る
。

 

施
策
の
目
的

 

 ○
婦
人
相
談
員
手
当
の
改
善
 

 
 
勤
務
実
態
に
応
じ
た
手
当
額
と
な
る
よ
う
、
平
成
２
９
年
度
に
お
い
て
は
月
額
最
大

14
9,

30
0
円
（
現
行
月
額

10
6,

80
0
円
）
に

見
直
し
を
図
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

内
 
容

 

婦
人
相
談
員
活
動
強
化
事
業
の
拡
充
（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

 

婦
人
相
談
所

 
一
時
保
護

 
（都
道
府
県
）

 
市
の
福
祉
事
務
所
や
都

道
府
県
の
婦
人
相
談
所

に
配
置

 

Ｄ
Ｖ
被
害
等

相
談
、

年
々
増
大

 
医
療
機
関

 
警
察

 

「
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
２
０
１
６
」
に
お
い
て
は
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
や
社
会
の
変
化
に

見
合
っ
た
婦
人
保
護
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

 

福
祉
、
住
宅
、
雇
用
等
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